
・島 根 沖 冷 水：接岸状況は平年並みで先月から停滞した状態 

・沖合の対馬暖流：島根沖から隠岐北方を通り北東方向に向かう流れ 

        
＊県内の漁獲情報については水産試験場ホームページ（鳥取県水産試験場で検索してください）

に詳しく掲載しています、ぜひご利用ください。  

掲載期間 4月中旬 
       ～5月中旬 

第175号 平成28年4月版 

4月中旬 14.3℃ 
発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500） 

平成２８年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。 

平年より 0.6℃高め 

（電話：0858-34-3321） 

鳥取沿岸の水温 
鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽 

水深 
５０ｍ 

水深 

１００ｍ 

水深 

２００ｍ 

表面 

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります 
 

西日本ニチモウ株式会社 
 

      本    社  山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136 

                                     電話 083-282-4041（代表）  FAX 083-282-0424  

  境港営業所  鳥取県境港市栄町67番地  〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330 

代表取締役 白須 邦夫   

〒684-0006  鳥取県境港市栄町65番地 
TEL 0859-44-7171（代）  FAX 0859-42-6530  

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

試験船による海洋観測結果（4月上旬） 

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   
県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

  

                  
  
                
  

  
                  
  
                  
                    
  

  
                  
  
                  
  

                
  

                  

  

  

                                    
    

                  
  

  
                
  
                  
  
                  
                    
  

  
                  
  
                                  
  

                  

  
                                    
  

赤潮について不明な点がございましたら、お問い合わせ下さい。栽培漁業センター 門脇 TEL(0858)34-3321 

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

栽培漁業センター 

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

★水産課からのお知らせ★  

表層水 

貧酸素水 

  

                  
  
                
  

  
                  
  
                  
                    
  

  
                  
  
                  
  

                
  

                  

  

  

                                    
    

                  
  

  
                
  
                  
  
                  
                    
  

  
                  
  
                                  
  

                  

  
                                    
  

水産試験場 

第１回ブランド化協議会のお知らせ 

白いかの高鮮度技術開発試験＆ブランド化に着手します 

 ５月１３日（金）午後２時から栽培
漁業センターでブランド名、仕様等
について協議を行います。 

 事前にアンケートで各地区の意見
をお聞きしますので、御意見のある
方は所属組合までお願いします。 

 今年度から水産試験場では、白いか(ケンサキイカ)の更なる高鮮度出荷
に向けた「墨袋除去＆活〆」の技術開発＆評価試験を行います。 

 この試験に併せて、漁業者等と協力しながら鳥取県の白いかを県外にも
売り込むべく、新ブランドの立ち上げも考えています。 

 御協力よろしくお願いします。 

【担当】太田（電話：０８５９－４５－４５００） 

 ■今月の漁業許可証更新情報    

 許可更新が必要な漁業種類 

  特にありません。 

 ■遊漁船登録業者の皆様へ 
 遊漁船登録に保険期間等の変更があった時は、変更申請をお願いします 

平成２８年度水産物流通改革・消費拡大チャレンジプラン募集中 

意欲のある水産関係者の水産物流通改革や地域内外への消
費拡大のための事業を応援します！ 

                                  
○対象事業・・・本県水産物の付加価値向上が期待でき、流通を改革し、地産   

          地消の拡大にチャレンジする先進的・モデル的活動。 
 

○事業主体・・・漁業者、漁業協同組合、加工業者、流通業者またはそれらを 

          メンバーに含む任意団体。 

○補助率・・・１／２ 

○補助上限・・・１，０００千円 

○選定方法・・・公募に対し、外部審査委員会による審査を行います。 

○募集期間・・・平成２８年５月１３日（金）まで 

○問い合わせ先・・・水産課水産振興室 担当 丹下 

            電話 ０８５７－２６－７３１６ 

試験船第一鳥取丸による春イカ漁場探索調査 

 4月18日、19日に本県沖でスルメイカの北上群（春イカ）の漁場探索調
査を行いました。19日に鳥取沖（北緯35°59′、東経134°10′）で一晩
（19：30～翌3：30操業）に30入りサイズ主体に167箱程度の漁獲がありま
した。付近では今後も流況次第ではイカの漁獲が期待できると思いますの
で操業の参考にして頂ければと思います。 

【担当】藤原（電話：０８５９－４５－４５００） 

 釣獲した約4,500尾に標識タグを付けて

放流しています。タグ付きのイカを釣獲され
た場合は試験場までご連絡ください。 

電話0858-34-3321 

 （担当）前田 

 平成26，27年と美保湾の漁業者を悩ませたヒトデです

が、今年も大量発生するのでしょうか。栽培漁業センター

では、ヒトデの分布状況を把握するため、調査を実施しま

した。 

 その結果、平成28年３月末の美保湾でのヒトデ分布重

量は、201トンで昨年に比較すると83％減少しました。 

 ただ、ナマコ漁を行う漁業者からは、今年も引き続きヒ

トデが多いとの情報が寄せられていますし、昨年の5月に

は当センターで、次世代に繋がる小さなヒトデを多数確

認したこともあり、予断を許しません。 

今年も美保湾のヒトデは大量発生するの？ 

左からﾓﾐｼﾞｶﾞｲ、ｽﾅﾋﾄﾃﾞ、ﾏﾋﾄﾃﾞ 

調査時期 個体数(万個) 重量(トン) 種類 推定方法 

H26.11 975  585  
ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ、トゲﾓﾐ
ｼﾞｶﾞｲ 

漁業者からの聞き
取り 

H27.4 1,956  1,188  
ﾏﾋﾄﾃﾞ、ｽﾅﾋﾄﾃﾞ、ﾓ
ﾐｼﾞｶﾞｲ 潜水計数 

H28.3 487  201  
ﾏﾋﾄﾃﾞ、ｽﾅﾋﾄﾃﾞ、ﾓ
ﾐｼﾞｶﾞｲ 潜水計数 

注）推定方法が異なるため、単純比較はできない。 

 当センターでは、引き続き注意深くヒトデの動向をモニ

ターする予定ですので、ヒ 

トデに関する情報がありま 

したら、ぜひ下記までお知 

らせください。 

昨年のヒトデ駆除活動の様子 

美保湾のヒトデ分布量の推定 

 鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は1４℃前後で先月よ
り２℃上昇し、平年より1℃高めとなっています。 

 鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は1４℃前後で先月よ
り２℃上昇し、平年より1℃高めとなっています。 

 鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は1４℃前後で先月よ
り３℃上昇しました。 

 兵庫県沖の北緯３６°００′付近、隠岐諸島北側の
３７°２０′付近に暖水塊が認められます。 

対馬暖流
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4月上旬の

水塊配置と
対馬暖流 


